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政策・事業体系上の位置づけ  

 

 政策：人権の尊重 

 施策：113 男女共同参画社会の実現 

 施策の数値目標：男女共同参画意識普及度 

 

 

基本事業の目的  

【誰、何が（対象）】 

県、市町村、県民が 

【抱えている課題やニーズ】 

男女共同参画社会の実現には、家庭、地域、職場をはじめとするあらゆる分野において様々な取組が必要であ

るが、県、市町村、県民が一体となった取組については、未だ十分ではない 

 という状態を 

【どのような状態になることを狙っているのか（意図）】 

男女共同参画社会の実現に向けて、協働で取り組んでいます。 

 という状態にします。 

【その結果、どのような成果を実現したいのか（結果＝施策の目的（2010 年度のめざす姿））】 

個人の生き方、価値観が尊重されるなど男女平等についての意識改革が進み、実質的な男女平等社会が実現し

ています。男女共にあらゆる分野に参画する機会が確保され、家庭、地域、職場等において男女共同参画が実

現しています。また、男女共に多様な選択を可能とするための条件整備が整っています。 

 

基本事業に関する各種データ 

 

2002 年度 基本事業に関する実績データ一覧 

基本事業の数値目標達

成状況 

必要概算コスト対前年

度 

未達成・前年度より改

善 

減少 

 

基本事業の数値目標、コスト、基本事業マネジメント参考指標と実績値  

Ⅵ 計画の推進 

  （１）みえ政策評価システムによる評価 

みえ政策評価システム 
（11301 男女共同参画社会の実現に向けた総合的な取組の推進 －１） 



 ２ 基本施策に対する評価 
 Ⅵ 計画の推進 

 

  2001 2002 2003 2004 

目標 15 20 25男女共同参画

基本計画を策

定した市町村

数(市町村数) 

[目標指標] 

実績 10 13 

必要概算コス

ト（千円） 

 35,123 21,719 49,975 0

予算額等（千

円） 

 6,883 2,769 16,685

概算人件費（千

円） 

 28,240 18,950 33,290 0

所要時間（時

間） 

 6,708 4,407 7,742

人件費単価（千

円／時間） 

 4.21 4.30 4.30 4.21

必要概算コス

ト対前年度（千

円） 

 -13,404 28,256 -49,975

目標 1445 1600 2000男女共同参画

研修に参加し

た 県 職 員 数

(人) 

[マネジメント

参考指標] 

実績 1168 1978 

目標 2 4 6男女共同参画

に関する調査

研究件数(件) 

[マネジメント

参考指標] 

実績 1 2 

目標 2100 2250 2400男女共同参画

センター「フレ

ンテみえ」にお

ける相談件数

(件) 

[マネジメント

参考指標] 

実績 1969 2040 

目標 256 278 300男女共同参画

センター「フレ

ンテみえ」登録

団体数(団体) 

[マネジメント

参考指標] 

実績 235 399 

男女共同参画 目標 16000 18000 20000

みえ政策評価システム 
（11301 男女共同参画社会の実現に向けた総合的な取組の推進 －２） 



 

                                          

２ 基本施策に対する評価 
 Ⅵ 計画の推進 

センター「フレ

ンテみえ」のホ

ームページへ

のアクセス件

数(件) 

[マネジメント

参考指標] 

実績 13904 17159 

[マネジメント

参考指標] 

  

 

 

 

数値目標に関する説明・留意事項  

総合的な推進にあたっては、特性に応じ、それぞれの地域で主体的に取り組まれることが重要であ

ると考え、男女共同参画基本計画を策定した市町村数を数値目標としました。 

また、この数値目標は、2002 年３月に策定した三重県男女共同参画基本計画第一次実施計画に目標

値として掲げています。 

なお、男女共同参画基本計画策定市町村数については、調査時期の関係から、目標、実績ともにそ

れぞれ前年度の数値です。 

 

2002 年度マネジメント参考指標  

 種類 マネジメント参考指標 数値目標の困難度 達成度 

／５点 

１ 事業量 男女共同参画研修に参加した県職員数 十分達成可能な目標 ３ 

２ 事業量 男女共同参画に関する調査研究件数 十分達成可能な目標 ２ 

３ 副次的 男女共同参画センター「フレンテみえ」におけ

る相談件数 

挑戦的な目標 ３ 

４ 副次的 男女共同参画センター「フレンテみえ」登録団

体数 

十分達成可能な目標 ３ 

５ 副次的 男女共同参画センター「フレンテみえ」のホー

ムページへのアクセス件数 

 ３ 

６     

 

マネジメント参考指標に関する説明・留意事項  

協働を進めるためには、職員の意識が高まり、男女共同参画に関する調査研究により実態が明確に

なることが重要だと考えられることから、男女共同参画研修に参加した県職員数、男女共同参画に

関する調査研究件数を参考指標として設定しました。協働が進めば、男女共同参画センター「フレ

ンテみえ」において相談機能が利用され、団体活動が活発化すると考え、「フレンテみえ」におけ

る相談件数、登録団体数、ホームページアクセス数も同様に参考指標に設定しました。 

また、これらの指標は、2002 年３月に策定した三重県男女共同参画基本計画第一次実施計画に目標

値として掲げています。 

なお、相談件数、登録団体数、ホームページアクセス件数については、調査時期の関係から、目標、

実績ともにそれぞれ前年度の数値です。 

 

基本事業の評価 

 

2002 年度を振り返っての評価  

みえ政策評価システム 
（11301 男女共同参画社会の実現に向けた総合的な取組の推進 －３） 



 ２ 基本施策に対する評価 
 Ⅵ 計画の推進 

【これまでの取組と成果、成果を得られた要因と考えられること】 

男女共同参画社会基本法（1999 年６月制定、公布）、三重県男女共同参画推進条例（2000 年 10 月制定、2001

年１月施行）、三重県男女共同参画基本計画（2002 年３月策定）に基づき、基本計画初年度として各種の事業

を実施しました。2003 年度から、三重県男女共同参画審議会が外部的な立場で県の男女共同参画施策の推進に

対し評価を行うことから、2002 年度は、先進的な取組を行っている自治体に対しベンチマーキングを行うなど

して、評価方法を検討しました。また、男女共同参画について共に考える機会として出前トークを積極的に実

施し、市町村や地域社会との連携を強化しました。こうしたことを受けて、市町村における条例制定や計画策

定、男女共同参画都市宣言等の取組や地域における社会づくりの気運醸成が徐々に進んでいます。 

 

【前年度に残った課題、その要因と考えられること】 

少子化の中で、男女共同参画なくして 21 世紀社会は成り立たないとも言われていますが、地域により取組に

差があります。これからの２年間は、市町村合併が進む時期であり、地域の新たな枠組みでいかに男女共同参

画が取り組まれるかによって、近未来社会は大きく影響されます。身近な基礎的自治体が十分機能を発揮でき

るよう、県として支援を行っていくことが、この数年の課題であると考えます。 

 

総合行政の視点からの評価  

①各部局への事業提案、②県民局・市町村・県民のみなさんとの協働による多様な連携の重視、③

出前トークなどを活用した各種活動支援などを中心に総合行政を進めました。 

この基本事業については、①にあっては特に審議会評価により、提案を強化していくこととしてい

ます。②・③については、市町村合併を見込んで支援を行ってきましたが、2003～2004 年度にあっ

ても継続していきます。 

 

基本事業の展開 

 

2003 年度 施策から見たこの基本事業の取組方向  

注力 総括マネージャーの方針・指示 改革方向 

↑ 全庁的な総合行政を推進するとともに、基本計画の基本施策を評価

する手法とシステムを確立すること。 

改善する 

＜参考＞注力：取組への思い入れや経営資源投入など施策の中での力の入れ具合 
↑＝相対的に力を入れて取り組んでいく 

→＝従来どおりの力の入れ具合で取り組んでいく 
↓＝相対的に力の入れ具合を抑えていく 

 

評価結果を踏まえた 2003 年度の取組方向  

男女共同参画基本計画の着実な推進を図るため、庁内の連携を密にします。とともに、男女共同参画に関する

年次報告を策定し、進捗度合いを確認して、適切な進行管理を行います。また、男女共同参画審議会による評

価結果を次年度事業に反映させます。さらには、市町村合併後の地域社会を見込んで、市町村、関係団体、県

民のみなさん等との協働を一層進めます。 

 

2003 年度 基本事業マネジメント参考指標と目標値・困難度  

 種類 指標名 目標値 目標値の困難度

１ 事業量 男女共同参画研修に参加した県職員数 1600 人 十分達成可能な

目標 

みえ政策評価システム 
（11301 男女共同参画社会の実現に向けた総合的な取組の推進 －４） 




